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https://www.japan.coop/iyc2025/
https://www.youtube.com/@2025%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E5%8D%94%E5%90%8C%E7%B5%84%E5%90%88%E5%B9%B4
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https://www.rokin-brand.jp/money-literacy/
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https://www.rokin.or.jp/save/term/contribution_plus/
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https://fieldplanning.net/camp/
https://www.instagram.com/oretachino_camp/
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https://www.rokin-hokkaido.or.jp/site/company/contribute.html
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https://www.rokin.or.jp/child_support/
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https://www.rokinren.com/roukin-ashita-ouen/
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https://thanks-message.jp/
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https://chuo.rokin.com/aboutus/csr/passport5/
https://chuo.rokin.com/aboutus/csr/passport4/
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英語版 中国語版　
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https://rokin-db.libra.jpn.com
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https://www.rokinren.com/security/
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https://mori-gakko.net/
https://note.com/roukin_forest


責任投資原則（PRI）への署名
　労金連は、2017年９月にろうきん業態を代表し、国内預金取
扱金融機関（信託銀行を除く）で初めて、国連が提唱する「責任
投資原則（PRI：Principles for Responsible Investment）」
に署名しています。PRIとは、投資行動にあたって、投資先企業
のESG課題への取組みに配慮することを宣言したものです。
2025年３月末日現在、世界で約
5,300の機関投資家や運用会社等
が賛同署名しています。

21世紀金融行動原則への署名
　全国のろうきんおよび労金連は、「持続可能な社会の形成に
向けた金融行動原則（21世紀金融行動原則）」に2012年２月に
署名しています。同原則の趣旨は、「ろうきんの理念」および労金
連の経営方針に掲げる「社会的責任（CSR）を重視した誠実な経
営」に通底しており、ガイ
ドラインの取組み事例と
労金連の実践内容が一
致しています。

全国労働金庫企業年金基金による
日本版スチュワードシップ・コードの受け入れ
　全国労働金庫企業年金基金では、2021年4月に「日本版ス
チュワードシップ・コード」の受け入れを表明しました。
　当コードの主旨は、議決権行使や目的を持った建設的な対話
を通じ年金資産の投資先企業の価値向上や持続的成長を促し、
中長期リターンの拡大を図ることにあります。
　対話の主要テーマの一つに「ESG要素改善への取組み」を掲
げ、持続可能な社会の実現を目標に活動に取り組んでいます。

ESG投融資とは？

ESG投融資とは、投
融 資 先 の 決 定にあ
たって、財務分析だ
けでなく、環境（Ｅ：
Environmental）・社
会（Ｓ：Social）・企業
統治（Ｇ：Corporate 
Governance）の課
題を考慮し、投融資を
行うものです。
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⃝2024年度の投融資実績

ファンド・債券・株式・シンジケートローン
投融資残高

2025年3月末

ESGファンドへの投資残高 420億円

環境債・社会貢献債等への債券投資残高 2,590億円

　うち、環境債（グリーンボンド） （808億円）

　うち、社会貢献債（ソーシャルボンド） （657億円）

　うち、サステナビリティボンド等 （1,125億円）

ESG課題を重視した株式投資残高 188億円

ESG課題を重視したシンジケートローンへの融資残高 13億円

合計 3,212億円

⃝ESG投融資の実績の推移
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基本方針 （抜粋）	 労働金庫にふさわしい「組織風土」の確立に向け、職員が能力を発揮しながら働き続けられ、モチベーションの向上に繋がっていく職場環境の整備を進め、同一労働・同一賃金
への対応を含むディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）と福祉金融機関としての役割発揮によるSDGsの実現に取り組んでいく。

育児休業等取得率（2024年度）※1

● 「男性の育児休職取得に関する業態ガイ
ドライン（男性の取得割合 50％）」を設定
し、男性の育休取得を促進しています。

● ２０２4年度は、11金庫２団体が目標を達成
しました（1団体は対象者なし）。

男性 ［金庫・団体別］
女性

最大値 最小値

157.1%※2 40.0% 100％

※1 すべての労働金庫（13金庫）および中央機関（３団体）を対象に集計
※2 対象年度内に育児休業等を取得した者の数／対象年度内に配偶者が出産した者の数
※3 女性の活躍推進企業データベースオープンデータ（2025年６月17日時点）をもとに作成

くるみん・えるぼしの認定（2025年3月末）※1

● 仕事と子育ての両立支援に向けて積極的に取り組む「子育てサポート企業」として厚生労働大
臣の認定を受け、５金庫３団体が「くるみんマーク」、５金庫が「プラチナくるみんマーク」を取得
しています。

● また、女性の活躍推進に関する取組みの実施状況が優良な企業として厚生労働大臣の認定を受
け、計７金庫が「女性活躍に基づく認定マーク（えるぼし・プラチナえるぼし）」を取得しています。

静岡・北陸・中国・四国・
沖縄ろうきん、労金協会・
労金連合会・日信協

北海道・中央・長野・
東海・近畿ろうきん 東海ろうきん 中央・北陸・中国・

四国・沖縄ろうきん 近畿ろうきん

くるみん
５金庫 3団体

プラチナくるみん
5金庫

くるみん認定
２段階目
1金庫

３段階目
５金庫

プラチナえるぼし
1金庫

えるぼし認定

健康経営の推進
● すべての労働金庫（13金庫）が「健康経営優良法人２０２5」に認定され、

うち新潟・長野ろうきんが大規模法人部門の上位500法人を認定する
「ホワイト500」に認定されました。

大規模法人部門
ホワイト500 大規模法人部門 中小規模法人部門

新潟・長野ろうきん
北海道・東北・中央・静岡・北陸・
東海・近畿・中国・四国・九州ろう
きん、労金連合会、日本労信協

沖縄ろうきん、東海労金サービ
ス、労金協会、全国労働金庫健

康保険組合

労金業態
［金庫・団体別］

最大値 最小値

70.5％ 80.5% 56.2%

〔参考〕	金融業・保険業(全労働者)平均：61.3％ ※3
〈注釈〉 	・�短時間勤務制度等の利用が女性に多いこと、女性の管理職比率が低いこと等が、男女の賃金差異の主

な要因となっています。
	・�賃金制度（賃金や処遇等）に男女差はなく、同一の基準を適用しています。

男女の賃金の差異（2024年度）※1

● すべての金庫・団体が男女の賃金の差異
の公表を行っています。

● 労金業態における賃金差異の平均（全労
働者）は、70.5％となりました。

女性の管理監督職比率（2024年度）※1

女性の割合 労金業態
［金庫・団体別］

最大値 最小値

役職員に占める女性労働者の割合（正職員） 43.3% 52.8% 35.1%
係長級にある者に占める女性労働者の割合 41.3% 56.8% 22.1%
管理職に占める女性労働者の割合 19.9% 30.6% 3.2%
役員に占める女性の割合 5.0% 16.7% 0.0%

● 男女ともにすべての職員がその希望に応じて経験や能力を最大限発揮して活躍し、働き続け
られる職場環境の整備を進めています。
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https://all.rokin.or.jp/about/rokin_sdgs/
https://all.rokin.or.jp/info/list.html



